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一般社団法人　日本ボーイスカウト愛知連盟 
愛知ローバース会議 

 
AICHI ROVERS CONFERENCE 

AICHI SCOUT COUNCIL, SCOUT ASSOCIATION OF JAPAN 

 



令和7年度　年次総会次第 
 
 

 
 

第一部　開会式 

開式のことば 

国旗儀礼 

国歌斉唱 

議長挨拶 

 

第二部　議案審議 

議案 

第1号議案 令和6年度活動報告 3頁 

第2号議案 令和6年度会計報告・監査 7頁 

第3号議案 副議長の選任 8頁 

第4号議案 運営委員の承認 9頁 

第5号議案 アドバイザーの依頼 10頁 

第6号議案 令和7年度事業計画（案） 11頁 

第7号議案 令和7年度予算（案） 13頁 
 

第三部　閉会式 

ローバー担当県副コミッショナー講評 

アドバイザー委嘱式 

連盟歌斉唱 

国旗儀礼 

閉式のことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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以下の通りお諮りいたします。 
 
【総会・定例会】 

期日 活動名 場所 人数 
4月22日（日） 令和6年度年次総会 吹上ホール　第3会議室　 45名 
4月22日（日） 第1回定例会 吹上ホール　第3会議室 53名 
7月6日（土） 第2回定例会 東海市立商工センター　大会議室 61名 

10月19日（土）～20日（日） 第3回定例会 常滑高坂野営場 58名 
1月19日（日） 第4回定例会 名古屋港ポートビル　講堂 51名 

 
【定例会議事内容】 
開催回 内容 

第1回定例会 

プログラム 「猪突猛進！～令和6年度スタート～」 

活動報告 

愛知ローバームート2024 
愛知連盟ハイアドベンチャープログラム2024 
尾張富士特別野営 
ARCローバーオリエンテーションnext 
保護者向け説明会 

活動募集 

2024(令和6)年度全国大会 
吉川野営場清掃奉仕 
第3回東海4県連盟合同野営大会（3TC） 
第29回愛知スカウトフォーラム（29ASF） 
日本ローバームート2024（NRM） 
ARC運営委員募集 
第2回ARC定例会 

第2回定例会 

プログラム 「クローズアップ現代　～RSの『イマ』～」 

活動報告 

2024(令和6)年度全国大会 
第15回日韓ローバース緑化プロジェクト派遣 
ARC運営委員会 
「名古屋の里」 
名古屋北斗地区ローバース「北斗ローバース」 
尾張西地区ローバース「軌跡」 
尾張東地区ローバース「FRONTIER」 
江南第3団技能訓練キャンプ 
令和6年能登半島地震ボランティア 
無人島キャンプ 

活動募集 

新城吉川野営場清掃奉仕 
Rover Scout Workshop 2024 
子どもたちの未来の森づくり特別事業 
愛知連盟ハイアドベンチャープログラム2025 
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第1号議案 令和6年度活動報告 



あいちこどもフェスタ2024 
ARC運営委員募集 
活動募集の活用について 
第3回ARC定例会 

第3回定例会 

プログラム 「情報収集を行い、自団で自慢できるようなスカウトになろう！」 

活動報告 

「名古屋の里」 
名古屋北斗地区ローバース　「北斗ローバース」 
尾張東地区ローバース　「FRONTIER」 
第3回東海4県連盟合同野営大会（3TC） 
ボーイスカウト三河地域・尾張地域野営三河湾大会 
第29回あいちスカウトフォーラム（29ASF） 
日本ローバームート2024（NRM） 
ARC運営委員会 

活動募集 

第16回世界スカウトムート派遣（WSM） 
子どもたちの未来の森づくり特別事業 
あいち防災フェスタ 
新城吉川野営場清掃奉仕 
活動募集の活用について 
第4回ARC定例会 

第4回定例会 

プログラム 「地域貢献への第一歩」 

活動報告 

江南第1団お別れ会 
SDGs AICHI EXPO 2024 
エコプロ2024 
どんぐり交流会 
あいちこどもフェスタ 
ARC運営委員会 

活動募集 

ボーイスカウト学生と企業とのリクルート懇談会 
令和6年度ARCローバーオリエンテーション実行委員会 
あいち♡100キロハイクプロジェクト2025 
令和7年度ARC年次総会・第1回ARC定例会 
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【ARC主催事業】 
期日 活動名 場所 人数 

5月18日（土）～ 
5月19日（日） 

ARC運営委員セミナー 新城吉川野営場 15名 

10月19日（土）～ 
10月20日（日） 

交流会 常滑高坂野営場 67名 

3月16日（日） 令和6年度ARCローバーオリエンテーション イーブルなごや 14名 
・ARC運営委員会を毎月開催。 

人数：参加したローバースカウトの人数 
 
【県連行事・日連行事】 

 期日 活動名 場所 人数 

5月 
10日〜12日 第15回愛知連盟・ソウル北部連盟ローバー

ス緑化プロジェクト派遣 韓国ソウル周辺 9名 

25～26日 2024(令和6)年度全国大会・RCJ年次総会 ミルハス秋田ほか 13名 

6月 23日 一般社団法人 
日本ボーイスカウト愛知連盟年次総会 名古屋国際センター 11名 

7月 21日 新城吉川野営場清掃奉仕 新城吉川野営場 11名 
8月 2日〜7日 第3回東海4県連盟合同野営大会 高山市位山交流広場ほか 36名 

 23日～25日 第29回愛知スカウトフォーラム 新城吉川野営場 12名 
 6日 あいちスカウト★フェスタ2024 イーブルなごやほか 36名 

9月 3～8日 日本ローバームート2024 那須野営場 14名 
10月 10～12日 SDGs AICHI EXPO2024 AICHI SKY EXPO 10名 

11月 

2日 愛知連盟・韓国ソウル北部連盟友好提携

30周年記念式典・祝賀会 
文学のみち百花百草 
KKRホテル名古屋 9名 

10日 どんぐり交流会 新城吉川野営場 9名 
10日 あいち防災フェスタ 庄内緑地 5名 
17日 子どもたちの未来の森づくり特別事業 新城吉川野営場 8名 
23日 あいちこどもフェスタ 名城公園 7名 

12月 22日 新城吉川野営場清掃奉仕 新城吉川野営場 14名 

 28日 第29回愛知スカウトフォーラム 
アクションプラン向上会 イーブルなごや 10名 

2月 
22～24日 Rover Scout Workshop 2024 MOA大仁研修センター 1名 

24日 リクルート懇談会 名古屋国際センター 10名 

3月 
9日 令和6年度富士スカウト顕彰 イーブルなごや 10名 

20～23日 愛知連盟ハイアドベンチャー 
プログラム2025 新城吉川野営場 15名 

・議長は県連盟理事会に理事として出席（年6回）。 
・RCJ県代表は毎月のRCJ中部ブロック会議（オンライン開催・11月のみ対面会議）に出席。ま
た、RCJ県連盟代表者会議に出席（年4回） 
・富士スカウト章修得スカウトの集まった組織であるFSMA(Fuji Scouts Mates of Aichi)はARC
の任意グループであり、富士スカウト章伝達式や富士スカウト顕彰等にて活躍している。 
 

人数：参加したローバースカウトの人数
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【評価・反省】 

【令和6年度の目標施策・取り組み評価】 
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【令和6年度の目標施策・取り組み評価】
目的 ARC構成員は、社会の中で役割を担い、価値を提供していく成人を目指す。

▼基本目標・基本施策
目標 施策 評価 取り組み 評価

① ARC構成員は、スカウト運動について理
解する。

a Webでのローバースカウトに関する情報の提供。 ✕
Ⅰ

ローバースカウトに関する情報の整理をする。(ロー
バースカウトの説明、ローバースカウトの教育、ARCに
ついて)

△

Ⅱ ローバースカウトに関してのWebページをGoogleサイト
等を活用し実装する。 ✕

b スカウト運動に関して理解を深め、話し合う場の提供。 ◯

Ⅰ 一方的な情報提供ではなく、グループワークの時間を多
く設けローバースカウト同士の情報交換の場とする。 ◯

Ⅱ 野外定例会において、楽しみながら学びを深められる内
容にするよう努める。 ◯

Ⅲ ローバースカウト部門の活動目標を基に各定例会のテー
マを決定する。 △

② ARC構成員は、新たな活動に挑戦する。

a 定例会における活動報告の実施。 ◯

Ⅰ 活動報告を各定例会にて実施する。 ◯

Ⅱ
活動報告の参画者に対し、ただ報告をするのみならず活
動報告のゴールを理解してもらい説明することで、構成
員が自団や隊に持ち帰り展開できるようにする。

△

b 活動募集における活躍機会の提供。 ◯
Ⅰ 活動募集の効果を上げるため、参加したい活動情報を得

られるよう各定例会で手元資料を作成する。 ◯

Ⅱ 事後アンケートを活用し、興味のある活動と名前を記入
した人にARCから情報提供を行う。 ◯

③ ARC構成員は、仲間の輪を広げる。

a 1泊2日交流会の実施。 ◯
Ⅰ 縦横の繋がりや地区を超えた繋がりを作り、交流を深め

る。 ◯

Ⅱ 定例会に誘い合えるような関係性を構築する。 ◯

b ARC構成員が定例会において仲間の輪を広げるためのコ
ンテンツの提供。 △

Ⅰ 各回で友情シールプロジェクトを実施し、存在の認知度
を高める。 ◯

Ⅱ 誘い合いのお願いメールを実施した効果を事後アンケー
トで測定し、今後継続するかどうか検討する。 ✕

Ⅲ より効果を上げるための新たな友情シールプロジェクト
のあり方について運営委員会で話し合う。 ◯

Ⅳ
定例会参加者とつながりがないARC構成員に定例会に参
加してもらう方法について　運営委員会で話し合い、実
施する。

◯

c 定例会における活動募集の実施。 ◯ Ⅰ
個人プロジェクトや地区の活動・定例会の告知等にも活
用してもらい、仲間集めのための活動募集の使い方の認
知度を高める。

◯



 

以下の通りお諮りいたします。 
　 
《収入の部》 

《支出の部》 

※1 交流会費は参加者からの参加費で対応しています。 

会計  原　健 

監査 一宮　梓真 
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第2号議案 令和6年度会計報告・監査 

項目 詳細 予算 決算 

愛知連盟支出金  ¥150,000 ¥150,000 

受取利子  ¥0 ¥0 

交流会参加費  ¥121,500 ¥121,500 

ARCワッペン用繰越金  ¥41,572 ¥41,572 

寄付金  ¥15,570 ¥15,570 

合計　 ¥328,642 ¥328,642 

予算名 項目 予算 決算 備考 

 
 
 

会議費 

 
運営委員会費 

¥6,000 ¥5,200 運営委員会会場費 

¥23,375 ¥23,375 Zoom年間契約料金 

定例会会場費 ¥70,000 ¥66,940 ー 

定例会事務費 ¥10,000 ¥7,900 ー 

事業費 交流会費 ¥126,500 ¥121,686 ※1 

VS向け事業費 ¥3,000 ¥3,000 ー 

 
広報費 

広報設備費 ¥7,000 ¥6,261 各種ブース出展費等 

広報活動費 ¥12,262 ¥12,000 ー 

 
運営費 

備品費 ¥4,000 ¥14,080 ー 

友情シール費 ¥4,000 ¥3,326 ー 

ARCワッペン費 ¥57,142 ¥64,350 ー 

予備費  ¥5,363 ¥524 ー 

合計　 ¥328,642 ¥328,642  



第3号議案 副議長の選任 

 
愛知ローバース会議憲章第4条により、以下の通りお諮りいたします。 
 
 
【副議長（若干名）】 
　議長を補佐し、議長が不在のときはこれを代理する。 
　任期は1年とし、再任を妨げない。 
　選出方法は自薦、他薦による候補者の中から、総会での決議にて選任する。 
 
【候補者】 
　 

西川　遼汰朗 (にしかわ　りょうたろう) 尾張東地区北名古屋第1団 (新任) 

中村　　彩 (なかむら　あや) 尾張東地区江南第3団 (再任) 

佐藤　　良真 (さとう　りょうま) 尾張東地区春日井第2団 (再任) 

一宮　　梓真 (いちみや　しま) 尾張東地区春日井第2団 (新任) 
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第4号議案 運営委員の承認 

 
愛知ローバース会議憲章第5条により、以下の通りお諮りいたします。 
 
【運営委員】 
　運営委員は、愛知ローバース会議の円滑な運営を行うために10名程度置く。なお選出方
法は議長の推薦による候補者を、全体会の決議を経て任命する。 
 
【候補者】 
 

白水　陸大 (しろず　りくと) 名古屋千種地区名古屋第66団 (新任) 

原　　健 (はら　たけし) 名古屋千種地区名古屋第91団 (再任) 

桐谷　直孝 (きりや　なおたか) 名古屋千種地区名古屋第91団 (新任) 

浅井　美由紀 (あさい　みゆき) 名古屋北斗地区名古屋第30団 (再任) 

石川　晴己 (いしかわ　はるき) 名古屋北斗地区名古屋第30団 (新任) 

西村　奏翔 (にしむら　かなと) 尾張東地区北名古屋第1団 (新任) 

橋田　夏菜 (はしだ　なつな) 尾張東地区江南第3団 (再任) 

杉江　立 (すぎえ　たつる) 知多北部地区東海第2団 (新任) 
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第5号議案 アドバイザーの依頼 

 
愛知ローバース会議憲章第6条により、以下の通りアドバイザーを依頼してよいかお諮りい
たします。 
 
【愛知ローバース会議アドバイザー】 
　愛知ローバース会議には、アドバイザーを若干名、全体会の決議を経て依頼する。アド
バイザーは全体会、運営委員会に対しアドバイスを行う。 
 
　 
【候補者】 

西塚　正基　氏 (にしづか　まさき) 名古屋北斗地区名古屋第64団 (再任) 

飯尾　尚平　氏 (いいお　しょうへい) 尾張南地区津島第3団 (新任) 

岸野　翔平　氏 (きしの　しょうへい) 知多北部地区東海第1団 (再任) 

羽根田　賢　氏 (はねだ　すぐる) 豊田地区豊田第16団 (新任) 
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第6号議案 令和7年度事業計画（案） 

 
以下の通りお諮りいたします。 
 

令和7年度　愛知ローバース会議 
事業計画（案） 
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【令和７年度の目標施策・取り組み】
目的 ARC構成員は、社会の中で役割を担い、価値を提供していく成人を目指す。

目標 施策 取り組み

① ARC構成員は、スカウト運動について
理解する。

a SNSでのローバースカウトに関する情報の提供。
Ⅰ

ローバースカウトに関する情報の整理をする。(ロー
バースカウトの説明、ローバースカウトの教育、
ARCについて)

Ⅱ ローバースカウトに関してのWebページをGoogleサ
イト等を活用し実装する。

b スカウト運動に関して理解を深め、話し合う場の提
供。

Ⅰ
一方的な情報提供ではなく、グループワークの時間
を設けローバースカウト同士の情報交換の場とす
る。

Ⅱ 野外定例会において、楽しみながら学びを深められ
る内容にするよう努める。

Ⅲ ローバースカウト部門の活動目標を基に各定例会の
テーマを決定する。

② ARC構成員は、新たな活動に挑戦す
る。

a 定例会における活動報告の実施。

Ⅰ 定例会の会場の仕様や人数に応じて活動報告の方法
を話し合う。

Ⅱ
活動報告の参画者に対し、ただ報告をするのみなら
ず活動報告のゴールを理解してもらい説明すること
で、構成員が自団や隊に持ち帰り展開できるように
する。

b 活動募集における活躍機会の提供。
Ⅰ 活動募集の効果を上げるため、参加したい活動情報

を得られるよう各定例会で手元資料を作成する。

Ⅱ 事後アンケートを活用し、興味のある活動と名前を
記入した人にARCから情報提供を行う。

③ ARC構成員は、仲間のつながりを増や
す。

a 定例会における活動募集の実施。 Ⅰ
個人プロジェクトや地区の活動・定例会の告知等に
も活用してもらい、仲間集めのための活動募集の使
い方の認知度を高める。

b 1泊2日交流会の実施。
Ⅰ 縦横の繋がりや地区を超えた繋がりを作り、交流を

深める。
Ⅱ 定例会に誘い合えるような関係性を構築する。

c ARC構成員が定例会において仲間の輪を広げるため
のコンテンツの提供。

Ⅰ 各回で友情シールプロジェクトを実施し、その効果
を確認する。

Ⅱ

Ⅲ
定例会参加者とつながりがないARC構成員に定例会
に参加してもらう方法について　運営委員会で話し
合い、実施する。

d 他部門に向けたローバースカウトの情報の発信。 Ⅰ
ベンチャースカウトにローバースカウト活動の魅力
を知ってもらうとともに、ローバースカウトとのつ
ながりを作ることで上進率の向上を目指す。

構成員同士の誘い合いができるような取り組みを運
営委員会で話し合い実施する。



　令和7年度　年間基本スケジュール  
 

 ARC 県連盟 日本連盟・世界機
構 

4 
令和6年度第12回運営委員会 
総会・第1回定例会（12） 
ARC運営委員セミナー（19～20） 

  

5 
第1回運営委員会 日韓ローバース緑化プロジェク

ト派遣(9～11) 
全国大会・RCJ総
会 
（24・25福岡） 

6 
第2回運営委員会 愛知連盟年次総会（30）  

7 
第3回運営委員会 
第2回定例会（12） 

  

8 
第4回運営委員会  第16回世界スカウ

トムート（ハンガ

リー） 

9 
第5回運営委員会 
第3回定例会・交流会（27～28） 

  

10 
第6回運営委員会 あいちスカウト★フェスタ(3～5) RCJ中部ブロックイ

ベント(11～13) 

11 
第7回運営委員会 
 

どんぐり交流会(9) 
あいち防災フェスタ（9） 
未来の森づくり特別事業(16) 

 

12 
第8回運営委員会   

1 
第9回運営委員会 
第4回定例会（17） 

  

2 
第10回運営委員会 
 

  

3 

第11回運営委員会 
令和7年度ARCローバーオリエンテー
ション（28） 
 

富士スカウト顕彰（8） 
愛知ローバームート2026（13～
15） 
愛知連盟ハイアドベンチャープ
ログラム2026（19～22） 

 

4 
第12回運営委員会 
令和8年度総会・第1回定例会（11） 

  

 
注記　 
• 括弧は開催日もしくは開催地です。 
• 運営委員会は、第1回運営委員会で日程を決めます。 
•「愛知連盟事業」「日本連盟事業」は、それぞれの過去の事業計画などを参考に愛知連盟に所属するローバー
スカウトが参加できそうなものを挙げます。議長は県連盟の理事として理事会に出席します。 
•この案が総会において承認された場合でも、止むを得ない理由により日程等を変更することがあります。 
•ARC定例会では、会場費を補填するために参加者から一部費用を徴収することがあります。 
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以下の通りお諮りいたします。 

令和7年度　収支予算書（案） 
（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで） 

 
 
 

《収入の部》     

項目 詳細 予算 

愛知連盟支出金  ￥200,000 

受取利子  ￥0 

合計 ￥200,000 

    

《支出の部》    

予算名 項目 詳細 予算 

会議費 

運営委員会 
運営委員会会場費・印刷費等 ￥3,000 

オンラインツール費　　　　　　　　　　　 ￥23,375 

定例会会場費 総会及び定例会の会場費 ￥70,000 

定例会事務費 総会および定例会でかかる印刷費等 ￥10,000 

事業費 
交流会費 交流会の予備費 ￥20,000 

VS向け事業費 RS活動について紹介するVS向け事業費 ￥10,000 

広報費 
広報設備費 各種ブース出展費等 ￥15,000 

広報活動費 スカウトあいち新年名刺交換掲載料等 ￥12,262 

運営費 
備品費 恒久的に使用する備品の購入費および修繕

費 ￥3,000 

ARCワッペン費 ARCワッペンを購入する費用 ￥20,000 

予備費 ー 予測しがたい事態への対応費用および 
振込手数料等の少額の支出に対する費用 ￥13,363 

合計　 ￥200,000 
※ARC定例会では、会場費を補填するために参加者から一部費用を徴収することがあります。 
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第7号議案 令和7年度予算（案） 


